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はじめに

ALPS処理水の海洋放出に伴い、一部の国・地域で日本産水産物に対する輸入規制が強化されたことを受け、ジェト

ロでは、2023年9月4日に岸田総理大臣が発表した「水産業を守る」政策パッケージの一部として、日本からの水産品

等食品の輸出に大きな影響を与えるような急激な事業環境の変化に可及的速やかかつ組織的に対応するため、水産品等

食品輸出支援にかかる緊急対策本部を設置し、水産物をはじめとした日本産食品の海外における代替市場の販路開拓へ

の一端を担うこととなった。

中国など特定国による水産物等の輸入停止措置により大きな影響を受けているホタテ等の水産物等を含む日本食品の

輸出先の多角化を図ることが急務となっている。本調査は、日本産水産物を含む食品の新たな輸出先開拓の支援の一環

として、2023年9月15日に交付決定された「令和５年度ALPS 処理水関連の輸入規制強化を踏まえた水産業の特定

国・地域依存を分散するための緊急支援事業（代替販路開拓事業費補助金）」を活用して実施する。

経済発展が著しく世界一の人口を誇るインドは、日本産水産物の新規市場としても期待されている。しかし、現状、

日本からの水産物の輸入量は限られている。この要因の一つとして、日本からの水産物輸入にあたっては複雑な貿易手

続きを踏む必要があり、輸入手続きのハードルが高いことが挙げられる。本レポートでは、日本からインドへの水産

物・水産加工品の輸出実証を通じ、通関・検疫等の手続き方法と対策を取りまとめた。インド向けの新規市場開拓を目

指す企業の関係者、生産者の皆様の一助となれば幸いである。

【報告書の利用についての注意・免責事項】

・本報告書は、日本貿易振興機構（ジェトロ）ムンバイ事務所がASUKU INDIA PRIVATE LIMITEDに作成委託してい

ます。掲載内容は、作成委託先の知見と2024年3月までに入手した情報に基づくものであり、ルール変更・法改正な

どによって変更となる場合があります。ジェトロではできる限り正確な情報の提供を心掛けておりますが、あくまでも

参考情報の提供を目的としており、内容の正確性を保証するものではありません。

・ジェトロおよびASUKU INDIA PRIVATE LIMITEDは、本報告書の記載内容に関して生じた直接的、間接的、派生

的、 特別の、付随的、あるいは懲罰的損害および利益の喪失については、それが契約、不法行為、無過失責任、ある

い はその他の原因に基づき生じたか否かにかかわらず、一切の責任を負いません。これは、たとえジェトロおよび

ASUKU INDIA PRIVATE LIMITEDが係る損害の可能性を知らされていても同様とします。
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Ⅰ．基礎予備知識編

インドにおける水産物・水産加工品使用状況1

インドにおける水産物・水産加工品の使用状況

◼ インドでは、豊かな水産物・水産加工品が伝統的に根付いており、特に沿岸地域では水産業が盛んです。水産物・

水産加工品はレストランや家庭で広く嗜まれ、インド料理においてはさまざまな種類の魚、エビ、カニなどが多く

消費されています。

◼ 都市部では、シーフードレストランが人気を博しており、多様な嗜好に合わせた料理が提供されています。特にケ

ララ州、西ベンガル州、ゴア州などの沿岸部では魚介文化が根付いており、新鮮な食材を手に入れられる魚市場が

重要な存在となっています。

◼ インドでは、文化的な違いや宗教の戒律、地域的な要因が食事の嗜好や傾向に影響を与えており、水産物・水産加

工品の消費においても地域ごとに差異が見られます。一部地域では宗教的理由から食事の制限がある為、水産物・

水産加工品の消費には様々な制約が存在しますが、多くの地域で魚介類は重要な食材として親しまれています。

◼ インドの水産物・水産加工品の市場は500億ドルを超えており毎年消費率が増加しています。インド人はベジタリ

アンが多いと思われがちですが、ライフスタイルの変化と食文化の欧米化により、水産物・水産加工品の消費は

年々増加しています。

インドにおける輸入水産物・水産加工品の使用状況

◼ 一部の都市部や、富裕層の家庭、高級レストランでは、異国の味わいを求める人が少なくありません。そのことか

ら一般のレストランや家庭でも輸入水産物・水産加工品の需要が高まる可能性があります。

◼ 地域に根差した食事の嗜好、地元で新鮮な水産物・水産加工品が入手可能かどうかも、輸入水産品がどの程度利用

されるかに影響を与える要素となります。一部では、地元の漁港や市場で手に入る水産品が重視され、輸入水産品

への需要が抑制されていますが、商品の特性を見極め、現地の需要に沿った商品を選定することが重要です。
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Ⅰ．基礎予備知識編

日本からインドへの水産物・水産加工品輸入の現状2

日本からの輸入水産品 数量ランキング 日本からの輸入水産品 数量上位8位

21,792 

3,532 3,061 2,740 2,017 
1,033 600 497 

日本からの輸入水産食品トップ8

(2023年1月～ 2024年1月)

No 輸入魚介類 総輸入量（キロ単位） 原産国

1 ハマチフィレ 21,792 日本

2 クロマグロ 3,532 日本

3 銀鱈 3,061 日本

4 ホタテ 2,740 日本

5 カンパチ フィレ 2,017 日本

6 鉢マグロ 1,033 日本

7 ニジマス 600 日本

8 蟹 497 日本

9 大西洋鮭 241 日本

10 トビッコ 140 日本

11 ヒラメ 99 日本

12 甘エビ 98 日本

13 ウナギ蒲焼 70 日本

14 真鯛 60 日本

15 タコ 60 日本

16 アサリ 40 日本

17 牡蠣 30 日本

18 イクラ 10 日本

19 ゆでだこ 10 日本

20 スルメイカ 8 日本

総輸入量（キロ単位） 36,139 

2023年1月～2024年1月までに日本からインドへ輸入された水産物・水産加工品の一覧

参考資料：商工省・通商情報統計局（DGCI&S）統計を基にジェトロ作成
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Ⅰ．基礎予備知識編

インド向け水産物・水産加工品の輸出量が少ない理由3

参考資料：インド食品安全基準局「衛生証明書に関しての通達」
参考資料：農林水産省「証明書や施設認定の申請に関して」

①インド輸入通関にはインド政府により認定された施設から発行された衛生証明書が必要である為

◼ インドへの水産物・水産加工品の輸入にはインド政府により認定された施設から発行された衛生証明書が必要とな

ります（輸入通関に必要な衛生証明書はインド政府に認定された施設からのみ発行可能です）。

①乳および乳製品 ②肉及び肉加工品 ③魚及び魚加工品 これら3つのカテゴリーの商品をインドに輸入するに

は、インド側から認定を受けた施設が発行した衛生証明書が必要です。

インド向け輸出水産物・水産加工の取り扱いについて

• 日本からのインド向け輸出水産食品の衛生証明書の発行手続等については、農林水産省「インド向け
輸出水産食品の取扱要綱」等により定められています。

• 衛生証明書の取得に当たって、輸出する品目やその加工処理方法等により、食品衛生に係る証明（別
紙様式6の証明事項1、2及び3）のみが必要な場合と、食品衛生及び動物衛生に係る証明（別紙様式6
の証明事項4及び5）が必要な場合があります。同じ魚種でも、その由来（天然か養殖か）や加工処理
方法（生鮮、冷蔵、冷凍、加熱、内臓や頭・殻等の除去）によって、衛生証明書の発行申請手続きが
異なりますので、注意が必要です。（次の頁で説明します。）

• 今後は従来の衛生証明書に加えて、新しい様式の衛生証明書の発行が必要となる予定です。調査時点
（2024年2月）では導入されておらず、時期は未定。衛生証明書の様式と、適用予定日はしばしば変
更されています。衛生証明書の申請前に、農林水産省のホームページを確認することを推奨します。

• 「インド向け輸出水産食品の取扱要綱」に基づく施設認定に加えて、インド政府による製造施設の登
録が新たに必要となります。調査時点（2024年2月）では導入されておらず、開始時期は未定。

https://fssai.gov.in/upload/advisories/2022/09/63319d965a303Order_Import_Certificate_26_09_2022.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/i-4/yusyutu_shinsei_asia.html#%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89
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Ⅰ．基礎予備知識編

食品衛生に係る証明のみが必要な水産食品

• 天然由来の魚介類及びその加工品 （例） 漁獲されたサバ類、タラ類、サンマ等

• 養殖由来の魚介類及びその加工品のうち「生鮮、冷蔵及び加熱したもの」（例） 養殖されたブリ類等

• 養殖由来の魚介類及びその加工品のうち冷凍したもので（1）～（4）に該当するもの

（1） 内臓が除去された魚類 （例）魚類の冷凍フィレー、ドレス等

（2） 頭と殻が除去された甲殻類 （例）冷凍むきエビ等

（3） 内臓が除去された貝類・イカ類 （例）ホタテの玉冷等

（4） 更なる加工を要さない、調整・包装された流通販売向け製品

個包装や小分け袋詰めされ、工場等での内臓除去等の加工を必要としない状態で、小売り又は卸

売りを通し、消費者に渡ることを想定したもの。（例）小分け包装された冷凍むき身カキ等

• （1から3）に該当しない水産品及びその加工品については、食品衛生に係る証明に加え、動物衛生に
係る証明が必要な可能性がありますので、次頁のフローチャートでご確認ください。

• 次頁フローチャートの 「動物衛生に係る証明が必要となる可能性がある」に該当する場合は、対象動
物及び対象疾病リストをご確認ください。

• リンク先のリストにある水産物・水産加工品をインドへ輸出する場合には動物衛生に係る証明が必要
となります。

• リンク先のリストにない魚介類及びその加工品をインドへ輸出することをご検討の場合は農林水産省
水産安全室以下までお問合せ下さい。代表: 03-3502-8111（内線4539）/ダイヤルイン: 03-6744-
2105/FAX: 03-3502-8275

インド向け水産物・水産加工品の輸出量が少ない理由３
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Ⅰ．基礎予備知識編

出所資料：農林水産省「インド向け輸出水産食品の取扱いについて」
参考資料：農林水産省「対象水産動物別の対象疾病早見表 【魚類】」
参考資料：農林水産省「動物衛生に係る証明を要する可能性がある養殖水産物」

食品衛生に係る証明のみが必要な水産食品に加え、動物衛生に係る証明が必要になるパターン

インド向け水産物・水産加工品の輸出量が少ない理由３

https://www.maff.go.jp/j/syouan/suisan/suisan_yobo/export/180621.html
https://www.maff.go.jp/j/syouan/suisan/suisan_boueki/attach/pdf/sui_boueki2-8.pdf
https://www.maff.go.jp/j/syouan/suisan/suisan_yobo/export/attach/pdf/180621-1.pdf
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Ⅰ．基礎予備知識編

②衛生証明書を発行する為には、インド政府による製造施設の認定が必要となる為

◼ 衛生証明書の発行は、日本の農林水産省への申請が必要です。（認定施設の所在地を管轄する農政局等
に申請）

◼ 下記HPの”新たな証明書様式(令和5年3月1日以降)に対応した申請書”の項に申請の手引・申請書の
フォーマットの掲載があります。ただし、当面の間、発効延期となっています。調査時点(2024年2月）
では、従来の衛生証明書の使用が可能です。

◼ 衛生証明書の申請者は、輸出する水産物・水産加工品の製造者・加工者など施設登録の認定を受けてい
る事業者または、輸出者となります。輸出者は衛生証明書の申請発行を製造者・加工者など施設登録の
認定を受けている事業者に代理で行ってもらうことが可能です。ただし、衛生証明書の輸出者情報は実
際の輸出者情報を記載します。

参考資料：農林水産省「インド向け輸出水産食品の新たな衛生証明書の様式について)」

③水産加工品がFSSAIに「規格外商品」と判断されると輸入難易度が高くなる為

◼ 食品安全基準法に基づく食品安全規則により、特定の品目に対して安全基準が定められており、 「規格
外商品」とは、基準に合致しない商品とされています。

◼ 「規格外商品」か「規格内商品」かという最終判断はインド食品安全基準局（FSSAI）が行います。
「規格外商品」に関するFSSAIからの規制も存在しますが、全ての商品において厳密な判断基準が示さ
れていないのが現状です。原材料、添加物、商品カテゴリー、商品パッケージ等の総合的な判断によっ
て決定されます。

◼ 「規格外商品」に認定されると、ISO17025検査レポートの提出を求められます。検査項目は商品によ
り違い、検査レポートの検査商品バッチ番号と輸出商品記載のバッチ番号が合致しなければいけません。

参考資料：インド食品安全基準局「FSSAI Regulations」
参考資料：インド食品安全基準局「FSSAI Regulations 2.12 Proprietary Foodの項を参照」

３ インド向け水産物・水産加工品の輸出量が少ない理由

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/i-4/in_2211.html
https://fssai.gov.in/upload/advisories/2022/09/63319d965a303Order_Import_Certificate_26_09_2022.pdf
https://fssai.gov.in/cms/food-safety-and-standards-regulations.php
https://fssai.gov.in/upload/advisories/2022/09/63319d965a303Order_Import_Certificate_26_09_2022.pdf
https://fssai.gov.in/upload/uploadfiles/files/Food_Additives_Regulations.pdf
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Ⅰ．基礎予備知識編

④水産物・水産加工品の輸入までのステップが多い為

◼ インド輸入通関にはインド政府により認定された施設から発行された衛生証明書が必要となります。

◼ SIP（Seafood Import Permission）の申請と許可を取得する必要があります（水産物・水産加工品の
輸入許可）。

◼ 商品が「規格外商品」に該当する場合には、FSSAIが定める項目の測定・検査結果の報告が必要となり
ます。検査項目全てをISO17025認証を取得した検査場で実施することが求められます。現状では
ISO17025を取得した検査場一か所で全て検査をすることは難しいため、複数の検査場に依頼する必要
があります。また、検査レポートの使用期限は3ヶ月です。（期間は発行日から輸出通関日まで。）

⑤水産物・水産加工品を取り扱う上での課題が多い為

◼ 需給バランスが悪く、コンテナでの輸送が難しく価格メリットが出せない。

◼ コールドチェーンが未発達であり、冷凍保管可能な施設が少ない。

◼ 水産物・水産加工品の解凍方法、保存方法、調理方法が浸透していない。

◼ 日本産の水産物・水産加工品の需要・市場が発展途上にある。

◼ 水産物・水産加工品を使用したレシピが普及していない。

◼ 日本食の市場が未成熟なため、日本食以外でのアプローチ方法の検討も必要。

◼ 日本とは違う味覚や食文化を考慮したメニュー開発が必要。

３ インド向け水産物・水産加工品の輸出量が少ない理由
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配送目的地別の貨物配送着荷港及び着荷空港の把握4

配送目的地別の貨物配送着荷港（コンテナ便）、貨物配送着荷空港（エアー便）の把握

◼ 荷揚港または、荷揚げ空港については、最終貨物の仕向け地をインド側乙仲業者を通じて情報を収集してください。

◼ コンテナ便の場合は、荷揚港付近に大きなコンテナヤードがない場合、ICDと呼ばれるヤードまで鉄道輸送されて
通関が行われることもあります。（例：ICD NEW DELHI）配送地が内陸の場合には鉄道輸送も使用されます。

◼ 冷凍コンテナ便の内陸への輸送の場合、鉄道輸送時の電源プラグの確保また、通関中貨物保管を行う保税区での電
源プラグの確保の確認をインド側乙仲を通じ確認して下さい。電源プラグが確保できない場合、指定荷揚げ港まで
の輸送の受付を拒否されることがあります。（電源プラグを確保していない鉄道輸送、保税区もあります。）

◼ コンテナ便の場合、輸送ルートによって着荷までの日数が大きく変わります。また、出港後は、寄港する港や、航
海する海域の状況で変化があるため、インドの乙仲業者に随時確認が必要です。

◼ 顧客までの最終配送手段、インフラ状況も把握する必要があります。詳細はインド乙仲業者へ確認して下さい。イ
ンドは特にコールドチェーンの整備が整っていない為、冷凍冷蔵商品の配送には注意が必要です。

参考資料： JETRO「インドにおける物流実態調査」

水産物・水産加工品別保管温度管理に従ったコンテナ種類の選定とエアー便の使い分け

◼ 通常、水産物・水産加工品の保管温度帯は－18度以下、マグロの保管温度帯は－50度以下の設定となります。

◼ 現地輸入商社へのヒアリング

現状、手配可能な一番低い温度帯の冷凍コンテナは、－35度帯のコンテナ（マグナムコンテナ）です。通常、水
産物・水産加工品の保管温度帯は－18度帯ですが、インドで人気のあるハマチ、カンパチは血合いが多く変色の可
能性がある為、－35度帯のマグナムコンテナを推奨します。また、マグロはドライアイスパックでのエアー便での
輸送を推奨します（－50度帯の冷凍コンテナも存在しますが、価格的に高く、アレンジが難しい為、推奨はしませ
ん）。

https://www.jetro.go.jp/world/reports/2022/02/41a0e1ebd94dd617.html
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Ⅰ．基礎予備知識編

輸入自由品目・輸入規制品目・輸入禁止品目5

最新の輸出入制限／禁止品目

◼ 最新の輸出入制限／禁止品目は、DGFT(Director General Foreign Trade)のサイト内で確認することが可能です。

◼ ステップ１：Select your ITC(HS) Code / Product Selectionの項目を選択。

◼ ステップ２：HSコードを入力：Import Policy欄で輸入自由品目・輸入制限品目・輸入禁止品目の確認ができます。

参考資料： DGFT「Director General Foreign Trade HP」
出所資料： DGFT「General Provisions Regarding Imports and Exports Chapter2章.2.01」

インドへの輸入自由品目

◼ 輸出入は原則として、制限品目または禁止品目に該当しない限り、自由に輸出入が可能。

◼ 輸入自由品目であってもライセンスを保有していないと輸入できない品目もあります。

輸入品目ガイドライン（一部抜粋）

• 上記のステップで操

作すると： DGFTサ

イト内に右の様なガ

イドラインを見つけ

ることができます。

https://www.dgft.gov.in/CP/
https://www.dgft.gov.in/CP/
https://content.dgft.gov.in/Website/dgftprod/4f665d2f-20cc-4887-ae6a-5ec912bc0d44/FTP2023_Chapter02.pdf
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輸入制限品目

◼ 輸出入に際し、ライセンス、輸出入許可、もしくは各種証明書の取得が必要な品目が含まれます。

◼ 精米等一部の農産品、鶏肉関連製品、中古品などが含まれます。

参考資料： DGFT「Director General Foreign Trade HP」 
出所資料： DGFT「General Provisions Regarding Imports and Exports Chapter2章2.07, 2.08 」

輸入制限品目ガイドライン（一部抜粋）

5 輸入自由品目・輸入規制品目・輸入禁止品目

https://www.dgft.gov.in/CP/
https://content.dgft.gov.in/Website/dgftprod/4f665d2f-20cc-4887-ae6a-5ec912bc0d44/FTP2023_Chapter02.pdf
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輸入禁止品目

◼ 輸出入が禁止されている品目。

◼ 動物や一部の農産品、武器、牛肉関連品などが含まれます。

参考資料：DGFT「Director General Foreign Trade HP」 
出所資料：DGFT「General Provisions Regarding Imports and Exports Chapter2章2.07」

輸入禁止品目ガイドライン（一部抜粋）

5 輸入自由品目・輸入規制品目・輸入禁止品目

https://www.dgft.gov.in/CP/
https://content.dgft.gov.in/Website/dgftprod/4f665d2f-20cc-4887-ae6a-5ec912bc0d44/FTP2023_Chapter02.pdf
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Ⅰ．基礎予備知識編

市場調査用食品輸入方法の説明と注意事項6

水産物・水産加工品を輸入販売する前の商品のテストマーケティング

◼ 水産物・水産加工品のテストマーケティング用の輸入方法は、一般的には①展示会出品貨物の輸入手続き、

②商用輸入手続きの2通りがあり、それぞれにメリットとデメリットが存在します。

◼ 個人貨物としての水産物・水産加工品のエアー便配送を受け付ける業者は調査時点で存在しません。

①展示会出品貨物の輸入手続き
• 展示会等の開催にスケジュールを併せる必要があり、展示会等が開催されない場合には輸入することができません。

• 必要書類を添えて輸入手続きを行いますが、必要書類は都度確認が必要です。

「①展示会出品貨物の輸入手続き」の場合、展示会がインド貿易省またはインド貿易促進会（Indian Trade 

Promotion Organization）の認可（または出資）を受けていること、またはインドの公益に適っていると認められた

展示会でない場合、輸入手続きがスムーズに進まないことがありますので注意が必要です。

②商用輸入手続き

• どのタイミングでも輸入が可能ですが、 ①より手続きが複雑でコストがよりかかります。

• 商用輸入手続きを経て輸入された貨物は、インド国内で販売し流通させることができます。

• 「Ⅱ. 事前確認編（輸出者側・製造業者側）Ⅲ.発注に向けた準備編 Ⅳ.発注～輸出準備～輸出編 V.輸入準備～輸入

通関～販売編」で解説する通常の商用輸入手続きとなります。全ての申請、許可、必要書類の準備が必要です。

参考資料： JETRO「一時輸入制度：インド」

https://www.jetro.go.jp/world/qa/04N-110201.html
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Ⅰ．基礎予備知識編

輸入通関手続きに必要な書類7

インドに日本からの水産物を輸入する際、必要な基本的な書類は次のとおりです。「Ⅳ.発注～輸出準

備～輸出編 3.発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項」で詳細を説明します。

① 船荷証券（Bill of Lading：B/L） または、AWB（Air Way Bill：AWB ）

② インボイス/パッキングリスト（Commercial invoice/Packing list）

③ ラベル見本コピー（裏ラベル）

④ 原産地証明書（Country Of Origin）

⑤ 衛生証明書（Sanitary Certificate）

⑥ インド側からの衛生輸入許可証（Sanitary Import Permit：SIP）

⑦ 検査報告書（Laboratory Reports）：商品が「規格外商品」に該当する場合

⑧ 商工省の輸入ライセンス（IECコード：Import-Export code）

⑨ FSSAIの輸入販売ライセンス（Food Safety and Standards Authority of India）

⑩ EPRライセンス（Extended Producer‘s Responsibility）

⑪ GSTライセンス（Goods and Services Tax Identification Number）

水産品の輸入通関は、動物検疫検査が可能な国内6都市（デリー、ムンバイ、コルカタ、チェンナイ、バンガロール、ハイ
デラバード）と、水産品のみ動物検疫検査が可能なヴィシャカパトナムおよびコチに限定されています。
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IECコード（輸出入業者コード“Importer-Exporter Code：IECコード）

◼ 輸出入者コード(以下IECコード)は、インドからの輸出入貿易ビジネスに必須かつ、重要なビジネス識別
番号です。インドで輸出入業を行う際には、まず、IECコードの取得が義務付けられています。各管轄
地域のDGFT(商工省商務局)の事務所、またはDGFTのWebサイトから申請可能です。

参考資料：DGFT 「IECコード申請ページ」
参考資料：DGFT 「Foreign Trade Policy」
出所資料：DGFT 「General Provisions Regarding Imports and Exports Chapter2章2.05」

IECコードガイドライン（一部抜粋 No.1） IECコード（例） No.2

• 下記のURLから右の

No.1のようなIEC

コードのガイドライ

ンを確認することが

できます。

• 右のNo.2はIECコー

ドのライセンスコ

ピーです。

7 輸入通関手続きに必要な書類

https://www.dgft.gov.in/CP/?opt=iec-profile-management
https://www.dgft.gov.in/CP/?opt=ft-policy
https://content.dgft.gov.in/Website/dgftprod/4f665d2f-20cc-4887-ae6a-5ec912bc0d44/FTP2023_Chapter02.pdf
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GSTライセンス（Goods and Services Tax Identification Number/15桁の識別番号）

◼ 在庫を保管するそれぞれの州での取得が必要です。例えば、2ヵ所で在庫を保管する場合にはGSTライセン
スはそれぞれの州に必要な為、GSTライセンスは2つ必要となります。

◼ GSTとは、物品・サービス税（Goods and Services Tax）の略で、日本で言う消費税に該当します。品目
によって税率が、0%から28%に設定されています。

GST取得義務・商品カテゴリー別税率
• 課税対象者はGST登録が義務付けられています。多くの州では、

年間総売上高が40,000ルピー（州によっては20,000ルピー）を

超える企業は、GST登録を義務付けられています。売上高基準に

加え、その他の条件もGST審議会によって規定されています。し

かし、すべての輸入者はGST登録を義務付けられ、税関から商品

を通関するためにGSTINが必要となります。

• 水産品、水産加工品の税率は以下のように決まっています。

生水産品、冷凍水産品：5％、加工水産品：12%または、18%

参考資料：JETRO「インド税制」
参考資料：GST 「GST HP」
参考資料：GST 「GST申請URLページ」

GSTライセンス（例）

7 輸入通関手続きに必要な書類

https://www.jetro.go.jp/world/asia/in/invest_04.html
https://www.gst.gov.in/
https://services.gst.gov.in/services/login
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食品販売許可手続き

◼ インド国内で食品の輸入販売を行うためには、インド食品安全基準局（FSSAI）が発行するライセンス
の取得が必要です。

◼ FSSAIライセンスには様々な種類があるので注意が必要です。ライセンスの種類によって対応可能ビジ
ネスカテゴリーが決まります。

参考資料：インド食品安全基準局「Food Safety and Standards Authority of India」
参考資料：インド食品安全基準局「FSSAI LICENSE」 
参考資料：インド食品安全基準局「FSSAIライセンス申請ページ」

FSSAIライセンスについて

• FSSAIライセンスに関しては次の頁にて説明します。

• 2006年FSS法第31条1項により、国内の食品事業者はインド食品安全基準局（Food Safety & 
Standard Authority of India）の認可を受ける必要があります。ライセンスと登録の手続きと要件は、
Food Safety & Standards (Licensing and Registration of food Business) Regulations, 2011に
よって規定されています。

FSSAIライセンス取得について

• FSSAIがウェブサイト上に掲載している申込用紙に記入して申請すると、60日以内にライセンスが発
行されます。記入漏れや、追加情報の要請は、申請受領日から15日以内に申請者に通知され、通知を
受けた日から30日以内に追加情報の提供を行わなければ、ライセンス申請が却下されます。

• 申込用紙が受理されると申請IDが発行され、FSSAIにより当局の規制に沿った事業が行われるか視察
が行われ、これに合格するとライセンスが発行されます。

7 輸入通関手続きに必要な書類

https://www.fssai.gov.in/upload/uploadfiles/files/Licensing_Regulations.pdf
https://www.fssai.gov.in/cms/licensing.php
https://foscos.fssai.gov.in/
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FSSAIライセンス（例）

FSSAIライセンスについて

• 右図がFSSAIライセンスの一例です。

① FSSAIライセンス番号

② 登記住所/会社名

③ 認可施設住所

④ 可能ビジネスの種類

⑤ 乳業事業の詳細

⑥ ライセンスの種類

7 輸入通関手続きに必要な書類
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EPRライセンス

◼ EPRとは、Extended Producer‘s Responsibility（拡大生産者責任）の略です。EPRライセンスは、電
子廃棄物管理のためにインドの製造業者/輸入業者に義務付けられています。EPRの認可プロセスは、イ
ンド政府のMoEFCCの下にある中央汚染制御委員会（CPCB）によって与えられます。

EPRライセンスについて

• EPRライセンス登録者は、製品のパッケージングに対する EPR (拡
大生産者責任) 、ライフサイクル全体に対して、プラスチック破棄
物管理規則に従い定期的に報告する義務が生じる。

EPRライセンス取得な登録・書類について

• 申請者のPAN カードと Aadhar カードの提出。

• GSTの登録。

• 登録過去10年間または創業以来のいずれか遅い方の販売履歴の提出。

• 会社の代表以外が申請する場合には、委任状

• IECコード（輸出入コード証明書 ）

参考資料：CPCB(Central Pollution Control Board)「EPR Authorization」
参考資料：CPCB(Central Pollution Control Board) 「EPRライセンス申請ページ」
参考資料：JETRO「プラスチック破棄物管理規則」

EPRライセンス（例）

7 輸入通関手続きに必要な書類

https://cpcb.nic.in/epr-authorization/
https://eprplastic.cpcb.gov.in/#/plastic/home
https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Reports/02/2022/7e669d1419ef63e1/202209.pdf
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食品輸入時の検査

◼ すべての輸入食品に対して検査官による目視検査とサンプリング検査が行われます。

◼ サンプリング検査は、インド食品安全基準局（FSSAI）または動植物検疫部署（ANIMAL 
QUARANTINE：AQ）によって行われます。

食品安全基準局（FSSAI）

• 商品の検査に関しては「Ⅴ.輸入準備～輸入通関～販売編 2.貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ」を
参照下さい。

• 管轄する食品検査施設にサンプルが送られ、検査を通過したものに対し、検査証明書が発行されます。製
品表示に記載されていない成分が検査機関から報告された場合、新たに提示された成分を製品表示に追加
する義務があります。ただし、輸入禁止成分の場合、輸入通関は切ることができません。

• 目視による検査では、ラベル内容全体が確認され、輸入時に賞味期限までの日数が、（製造日から賞味期
限までの日数の）消費期間全体の60％以上残っていなければなりません。

• a）輸入規定にのっとっていない輸入食品のクリアランス拒否通達、b）輸入食品に対するラベル表記内容
改善通達、c）分析機関からの不適合通知の拒否通達の、いずれかを受け取った場合、その対応にはイン
ド側乙仲との協議が必要です。

動植物検疫部署（ANIMAL QUARANTINE：AQ）

• 水産物・水産加工品も動植物検疫部署の規定に従い、検査を受けることになります。

参考資料：「ANIMAL QUARANTINE & CERTIFICATION SERVICES」
※各種申請について

7 輸入通関手続きに必要な書類

http://aqcsindia.gov.in/
https://www.india.gov.in/animal-quarantine-and-certification-services
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1 加工または製造業者は認定された施設であること

出荷する水産物・水産加工品を加工または製造する業者は、インド政府に認定された施設であることが

必要です。

◼ インド政府に登録により認定された施設でない場合、輸入に必要なインドからの衛生輸入許可証（Sanitary Import 

Permit：SIP）および日本の農林水産省（MAFF）からの衛生証明書を取得できないため、インド輸入通関をクリアす

ることができません。

衛生証明書の発行について

• 水産品が、取扱施設において最終加工されたものであり、
申請書類の内容において食品衛生上の問題が認められない
ことが必要です。

• 衛生証明書を要する水産品に該当するか判断が困難な場合、
証明書発行申請前にインド側乙仲を通じ、インド政府に確
認をすることが必要です。

• 衛生証明書の発行は施設の所在地の管轄の農政局等へ指定
のフォーマットを記入し申請します、また、衛生証明書は
輸出を行う毎に提出が必要です。

• 右のリストの施設は「インド向け輸出水産食品の取扱要
綱」に基づき認定されており、衛生証明書の発行申請がで
きる施設です。

インド政府への施設認定手続きについて

• 施設認定が必要な場合には「Ⅰ. 基礎予備知識編 3. インド
向け水産物・水産加工品の輸出量が少ない理由」を参照

参考資料：農林水産省「証明書や施設認定の申請」
出所資料：農林水産省「インド向け輸出水産食品 認定施設一覧」

インド向け輸出水産品 認定施設一覧（一部抜粋）

出所資料：農林水産省のインド向け輸出水産食品の取扱要綱に
関するウェブサイト

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/i-4/yusyutu_shinsei_asia.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/i-4/attach/pdf/yusyutu_shinsei_asia-470.pdf
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2 貨物の輸出アレンジができること

製造業者または加工業者が直接インドへの輸出のアレンジができること、または製造業者または加工

業者以外の第三者が輸出者としてインドへの輸出のアレンジができることが求められます。

◼ 日本側の乙仲やフォワーダーを通じて、製造業者または加工業者が直接インドへの輸出のアレンジしたり、製造業

者または加工業者以外の第三者が輸出者としてインドへの輸出アレンジを行ったりするためには、日本からインド

に水産物・水産加工の輸入する際に必要な基本的な書類を把握している必要があります。

◼ 水産物・水産加工品輸入のみに必要な書類もある為、日本側の乙仲やフォワーダーが必要な書類を把握していない

場合、輸入通関をクリアすることができません。

日本国内の乙仲業者/フォワーダーへの確認STEPについて

• STEP1：インド向け水産品の輸出対応（必要書類/必要ライセンス/輸出までの貨物のアレンジ）の可否を確認する。

• STEP2：対応可能な港、空港の確認をする。

• STEP3：可能な場合、指定仕向け地へのコンテナ便/リーファーコンテナ、空輸便のアレンジの可否を確認する。

• STEP4：インド側乙仲との連携の可否を確認する。

• STEP5：保税区または、外部倉庫でのラベル加工の可否を確認する。

乙仲、CHAについて

• 乙仲：乙仲とは「海運貨物取扱業者」を指します。海運貨物を取り扱う業者で、港湾地区での貨物の手続きや手引
きを行う専門業者です。フォワーダーやNVOCC（Non-Vessel Operating Common Carrier）と混同して使用され
ることもあります。

• CHA：Customs House Agentの略称で、いわゆる通関業者を指します。通関業者とは「通関法」に則って、輸出
入の税務に関する業務を荷主の代わって行う業者です。輸出入を漏れなくスムーズに行うには、税務申告のエキス
パートである通関士を抱える通関業者に業務を依頼することが推奨されます。
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製造業者または加工業者、またはそれ以外の第三者の輸出業者に対して、提供可能な水産
物・水産加工の種類を確認しましょう。

◼ 輸出対象の水産品別に衛生証明書の発行ができることが前提条件となります。

◼ 製造または加工が可能な水産物・水産加工品目を確認してください。

◼ 認定施設での水産品が「単なる保管」でないか確認してください（「単なる保管」の場合、衛生証明書
の発行を行うことはできません。）

◼ 日本の製造業者または加工業者の多くは、要望した殆どの水産物・水産加工品を準備することが可能で
す。具体的な要望を出すことで色々なオプションの提案を受けることができます。

水産物・水産加工品の加工または再加工について

• 市場またはマーケット等から購入した水産物・水産加工品が未加工の場合、衛生証明書の発行条件に
は該当しません。商品を加工しなければ、衛生証明書の発行条件を満たすことはできません。

• 加工とは最終加工を意味し、リパックでも衛生証明書は発行されます。

• リパックとは、商品の小分けや袋詰め・真空パック、トレーパック包装等、対象品目の再包装を指し
ます。

• 未加工品に対して衛生証明書を発行すると、輸入通関で大きなトラブルになるだけでなく、認定施設
も大きなトラブルを抱える可能性があります。

参考資料：農林水産省「証明書や施設認定の申請」 
参考資料：農林水産省「インド向け輸出水産食品の取扱要綱」

貨物の輸出アレンジができること２

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/i-4/yusyutu_shinsei_asia.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/i-4/attach/pdf/yusyutu_shinsei_asia-160.pdf
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3 貨物の輸入アレンジができること

インド国内の輸入者を選定する際は、対象企業が輸入のライセンスを取得しているかを確認して下さ

い。また、インド側の輸入サポートを行う乙仲/CHAが、以前に水産物・水産加工品の取り扱いがあ

るか確認しましょう。

◼ 食品、水産物・水産加工品の取扱い経験がない場合、インド側での通関作業に大きな支障をもたらす可能性があり

ます。インド側の乙仲が必要書類や必要ライセンスを把握していない場合や、また該当部署とのパイプが無い場合

は輸入通関をクリアすることは難しくなります。

インド国内の乙仲業者/CHAへの確認STEPについて

• STEP1：インド向け水産品の輸入対応（必要書類/必要ライセンス/該当部署との連携）の可否を確認する。

• STEP2：食品の輸入通関の対応の可否を確認する。

• STEP3：STEP2で対応したことがある場合、水産物・水産加工の取扱いは可能か、また過去に対応した経験はある

か確認する。

• STEP4：保税地域の冷凍保管倉庫のアレンジは可能か確認する。

• STEP5：輸入許可を得た貨物を保税地域から引き取り、国内の市場や指定された場所へ、指定温度で、指定場所へ、

指定スケジュールで運ぶことは可能か確認する。

• STEP6：提携配送会社の確認をする。

• STEP7：輸入通関後貨物を一時的に指定された温度で保管する倉庫をアレンジすることができるか確認する。

• STEP8：日本・インド包括的経済連携協定（日・インドCEPA）を活用した貿易の諸手続きに対応できるか確認す
る。
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4 インド国内での水産物・水産加工品の販売ができること

インド国内での販売展開にあたっては、卸販売、小売販売、ECでの販売、レストランでの販売を想定

しての現地での市場調査が成功の鍵を握ります。

◼ 食品を卸売り、小売、EC等を通し、インド国内で販売する為には、FSSAIライセンスやGSTライセンスが必要です。

また、店舗での販売の場合には、それに加えて店舗・施設ライセンスも必要となります。

◼ また、小売業、電子商取引には各種外資規制が存在するため注意が必要です。

FSSAIライセンス登録について

• 水産物を含む食品の製造、加工、包装、保管、流通、販売に携わる事業者は、FSSAIライセンスを取得する必要が
あります。

• FSSAIライセンスについては、本レポート「Ⅰ. 基礎予備知識編」を参照して下さい。

GSTライセンスに付いて

• 水産物は通常GSTの課税対象となる為、事業者は物品サービス税（GST）の登録が必要です。

• GSTライセンスについては、本レポート「Ⅰ. 基礎予備知識編」を参照して下さい。

店舗・施設ライセンスについて

• 水産物・水産加工品を販売する小売店や施設を設立・運営するために必要な免許を取得します。

• 店舗・施設ライセンスは市町村が発行する為、該当の自治体にお問い合わせください。

参考資料：マハラシュトラ州においてのライセンス申請HP「Shop And Establishment Registration」
参考資料：ライセンス申請マニュアル「Steps for Aaple Sarkar Registration」
参考資料：インド外資に関する規制（ジェトロ）

https://aaplesarkar.mahaonline.gov.in/en/Login/Certificate_Documents?ServiceId=3580
https://aaplesarkar.mahaonline.gov.in/pdf/UM_AS_Reg.pdf
https://www.jetro.go.jp/world/asia/in/invest_02.html
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1 商品サンプル/見積もり条件の確認

商品サンプルの確認

◼ 水産物・水産加工品のサンプル配送は①展示会出品貨物の輸入手続き ②商用輸入手続きが一般的ですが、他にも

③ハンドキャリーで持ち込みをし現物を確認 ④日本へ訪問して現物を確認することも可能です。

◼ ①②に関しては、本レポート「Ⅰ. 基礎予備知識編/６. 市場調査用食品輸入方法の説明と注意事項」を参照して下

さい。

見積もり条件の確認

◼ 価格、見積もり期間、引き渡し場所、取引条件、支払い条件等を確認して下さい。

◼ 水産物・水産加工品は季節、水揚げ量、商材によって価格が大きく変動することがあります。

◼ 価格は、水産物・水産加工品は基本的に1キロ当たりでの見積もり取得が一般的です。魚体のサイズは不定貫であ

ることから納品数量は魚体のサイズによって変動します。

◼ 水産物は種類が多く、同一カテゴリーの中に多くの種類が存在します。カテゴリーによって大きな価格差が発生す

る為、しっかりと水産物の種類を確認して下さい。

◼ 水産物は加工方法によって価格差が発生します。しっかりと加工方法を確認して下さい。

◼ 種類によって1尾あたりの価格や、ケース単位での見積もりになる場合もあります。

（例：”アジ20尾/1ケースで10,000円”）



Ⅲ．発注に向けた準備編

Copyright © 2024 JETRO. All rights reserved. 30

2 商品規格書の取得

商品規格書の取得

◼ 製造業者から必要情報を取得し、規格書の作成を行います。規格書に記入する項目は次のとおりです。

①製造者または加工者 ②製造者住所または、工者住所 ③賞味期限 ④商品の保存方法 ⑤製造所名または加工所

名 ⑥製造所名住所または加工所名住所 ⑦梱包サイズ ⑧1パックまたは1個ネット重量 ⑨梱包後グロス重量 ⑩

梱包後ネット重量 ⑪箱サイズ（縦×横×高さ）⑫JANコード ⑬原産国 ⑭原材料、添加物 ⑮栄養成分

商品規格書について

• 商品の詳細情報を把握する為の全ての
情報が含まれています。

• これらの情報から「規格外商品」また
は「規格内商品」の為の情報を取得し
判断します。

• 重量情報、ｍ3情報はエアー便または、
コンテナ便での積載情報、見積もり取
得に重要な情報です。

• 原産地は最終加工地を指します。

• 添加物の詳細を記載していない場合、
内容を確認されることがあります。ま
た、添加物のINSコードを確認される
ことがあります。
（例）調味料（アミノ酸等）のアミノ
酸の種類とINSコードの確認等

商品規格書（例）

写真：製造業者撮影
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3 商品規格書と輸入規制の確認方法

商品規格書の原材料の確認また、添加物とカテゴリーコード別使用添加物一覧表との照合

◼ 原材料については、本レポート「Ⅰ. 基礎予備知識編 5. 輸入自由品目・輸入規制品目・輸入禁止品目」を参照して

ください。

◼ 添加物は、カテゴリーコード別に使用添加物一覧表を確認してください。使用可能な添加物や添加物量が、カテゴ

リー番号別に定められています。

参考資料 ：インド食品安全基準局(Food Safety and Standards (Import) Regulation, 2017)
参考資料 ：インド食品安全基準局（Food Safety and Standards (Import) Regulation, 2017:項30～）

商品規格書（例） カテゴリーコード別使用添加物、量一覧表

写真：製造業者撮影

https://fssai.gov.in/cms/food-safety-and-standards-regulations.php
https://fssai.gov.in/upload/uploadfiles/files/Food_Import_Regulations.pdf
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4 各商品別HSコードの確認

日本税関のHPから実行関税率表をもとに、HSコード（日本側）の確認が可能です。

◼ 例:  「たこ（冷凍）」のHSコードの調べ方。

・対象の分類→税率→ブラウザ内でCtrl+Fで”たこ”を検索

・該当の商品から、「たこ（冷凍）」のHSコードが”0307.52  000”であることがわかります。

・インドでもHSコードを確認することできますが、日本で調べたHSコードをインド側に共有し、インド現地の乙

仲またはCHAとHSコードの相互確認を行うことで、相違がないか確認することを推奨します。

参考資料：税関HP「実行関税率表」

税関 実行関税率表（例：「たこ」）

https://www.customs.go.jp/tariff/2024_01_01/index.htm
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インド税関のHPから実行関税率表をもとに、HSコード（インド側）の確認が可能です。

• 専用リンクにアクセスします。

• ログイン後、関税計算頁へ移動します。

• 必要情報を入力すると、以下のように関税のほか、他の税率についても確認することができます。

各種税率確認表

• 関税以外にも
SWS、IGST
等の税率を確
認することが
できます。ま
た、税金の合
計も確認する
ことが出来ま
す。

出所資料：Indian Customs Electronic Gateway「ICEGATE ホームページ」

各商品別HSコードの確認４

https://www.icegate.gov.in/
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5 各商品別日・インドCEPAの該当確認

インド食品安全基準局（FSSAI）のウェブサイトから、日・インド包括的経済連携協定（IJCEPA 

Basic Agreement）のファイルを確認することができます。

◼ 日・インド包括的経済連携協定（以下「日・インドCEPA」）に該当する物品であるか確認するため、FSSAIのウェ

ブサイトから、「IJCEPA Basic Agreement」のファイルを確認します。

※ ページ数が多く、ファイル容量が多いのでご注意ください。

※ 該当ファイルはインド側取り決めと、日本側取り決めとに分かれているので注意して下さい。

◼ 前項の、日本側・インド側それぞれのHSコードを検索し、「Base Rate」 と「Category」を確認します。

※「Category」に記載のある説明は、対象資料のP.103、”General Notes “の内容をご参照ください。

※ 日・インドCEPA締結時と、最新のHSコードが変更になっている場合がありますので注意して下さい。

参考資料：インド食品安全基準局「Ministry of Commerce and Industry HP」
参考資料：インド食品安全基準局「COMPREHENSIVE ECONOMIC PARTNERSHIP AGREEMENT BETWEEN THE REPUBLIC OF INDIA AND JAPAN」 

インド側スケジュール 日本側スケジュール

https://commerce.gov.in/international-trade/trade-agreements/india-japan-cepa/
https://commerce.gov.in/wp-content/uploads/2021/01/IJCEPA_Basic_Agreement.pdf
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6 日・インドCEPA該当商品の原産品判定依頼

特定原産地証明書を取得するためには、当該産品が日・インドCEPAで規定されている原産地規則を

満たしている必要があり、産品が原産品として認められるかの審査は、日本商工会議所が行います。

◼ 日・インドCEPAは、全ての原材料が原産品である証明が必要となります。

参考資料：日本商工会議所 特定原産地証明書「取得までの流れ」
参考資料：日本商工会議所「第一種特定原産地証明書 発給申請マニュアル」

原産品判定同意通知書：ハマチ（例） 原産品判定同意通知書：タコ（例）

原産品判定と日・インド
CEPAについて

• ハマチは原産品判定を取得し
ても日・インドCEPA免税対象
にはなりません。前頁で説明
した免税対象外のHSコードに
属する商品です。

• タコは原産品判定を取得した
場合、日・インドCEPAの免税
対象となります。前頁で説明
した免税対象のHSコードに属
する商品です。

• 原産品判定依頼前に該当商品
が日・インドCEPAの免税対象
に該当しているかを確認する
ことを推奨します。

https://www.jcci.or.jp/gensanchi/6.html
https://www.jcci.or.jp/gensanchi/tebiki_preparation.pdf#page=29
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原産品の判定を依頼するためには、以下のような漁獲証明書等の書類を、日本商工会議所に
送付します。

原産品判定依頼書類 No.1（例） 原産品判定依頼書類 No.2（例） 原産品判定依頼書類 No.3（例）

６ 日・インドCEPA該当商品の原産品判定依頼



Ⅲ．発注に向けた準備編

Copyright © 2024 JETRO. All rights reserved. 37

7 原産品判定依頼パターン

以下の者が原産品判定の依頼をすることができます。

◼ ①物品の生産者または②当該物品の原産地証明書の発給申請者（輸出者）

◼ 原産品の判定依頼は、原則、当該産品の生産者が行います。輸出者が行うことも可能ですが、この場合、輸出者は

生産者から当該産品に関する立証資料を取得する必要があります。

◼ ①②のいずれの場合であっても、原産品の判定依頼を行う者は、原産品であることの確認をする際に必要となる産

品の材料・価額や仕入元などの詳細な資料を、日本商工会議所の求めに応じて提出できる者でなければなりません。

証明資料提出同意通知書

◼ 「証明資料提出同意通知書」（以下、同意通知書）とは、生産者が、発給申請者からの依頼を受けて、立証資料を

提出することに同意したことを示すものです。

同意通知書について

• 生産者である判定依頼者が、日本商工会議所から特定原産品と承認を受けた産品を、発給申請者となる輸出者に利
用できるように同意通知書を提出します（特定原産地証明書発給システムで電子的に日本商工会議所へ提出する）。

• 同意通知書が日本商工会議所に提出された後、同意通知書に記載された発給申請者は、当該産品を利用して証明書
の発給申請を行うことが可能になります。

• 同意通知書が提出されない限り、生産者でない発給申請者（輸出者）は発給申請することができません。
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同意通知書について

• 原産品の判定を依頼するためには、オンライ
ンの専用システム「特定原産地証明書発給シ
ステム」から、「原産品判定依頼書」を入力
し、日本商工会議所に提出をします。

• 手引については、日本商工会議所の下記URLを
ご参照ください。

• 生産者が判定依頼者の場合、特定原産品であ
る産品Ａを、輸出者（発給申請者）に対し、
その産品Ａの利用を許可（同意）することを
示すものであり、特定原産地証明書発給シス
テムで電子的に提出します。

出所資料：日本商工会議所 ステップ6「原産品判定依頼を行う」

同意通知書フローイメージ

原産品判定依頼パターン７

https://www.jcci.or.jp/gensanchi/6.html


Ⅲ．発注に向けた準備編

Copyright © 2024 JETRO. All rights reserved. 39

8 配送数量、配送場所、配送品目の確認

仮発注書に従いm3、重量計算を行い配送方法、コンテナサイズを決定する。

◼ m3、重量計算方法は以下を参照して下さい。

◼ エアー便の場合、容積重量で計算されるので確認が必要です。

エアー便：実重量と容積重量を比較して算出されます。

• 実重量：梱包を含めた貨物の実際の重量（kg）

• 容積重量：

貨物の容積を6,000立法センチメートル当たり1kgとして換算した重量

   （インチの場合は、366立法インチ当たり1kg）

算出方法：容積重量＝縦(cm)×横(cm)×高さ(cm)÷6,000 (cm3/kg)

（端数は0.5kg単位に切り上げ）

コンテナ便：m3計算、重量によってコンテナを選択します。

• 20フィート（冷凍コンテナ）の積載目安（m3/重量）：21 m3 / 27トン

• 40フィート（冷凍コンテナ）の積載目安（m3/重量）：48 m3 / 26トン

• 記載数値は冷凍コンテナの積載目安数値です。（ドライコンテナとは積載目安値が違います。）

• 立法メートル（m3）の計算式を使用します。（1m×1m×1m＝m3）
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9 各種配送条件別配送方法の確認と決定

エアー便

◼ 一般的にコストが高いため大量輸送をするには向いていません。一方で、商品の発送から現地到着までのスピード

が早いのが特徴です。

◼ 小ロット輸送（目安：1トン以下）、冷凍コンテナ輸送が不可能な地域や、フレッシュ商品、本マグロ等の超低温

保管が必要な商品などに適しています。

コンテナ便

◼ 冷凍コンテナは大量輸送が可能で、一般的にコストバランスに優れます。

◼ 配送ルート、仕向け地、天候、港の混雑状況によって異なりますが、海上輸送には平均25日～35日間を要します。

◼ 日本側の乙仲業者を通してデリー向け冷凍コンテナ輸送のコンテナ便のアレンジはできません（必要な場合にはイ

ンド側乙仲業者から冷凍コンテナのアレンジを依頼して下さい）。

◼ デリー向けで冷凍コンテナ便の配送可能な仕向け地は「ICD SONIPAT」のみとなっています（他は鉄道輸送時の

電源プラグ、保税区での電源プラグの確保の問題で配送は不可となっています）。

◼ デリー向け冷凍コンテナはインド側の乙仲業者を通してアレンジをすることで輸送が可能となります。

◼ コンテナ便の場合、最終仕向地によっては鉄道でICD（通関をするためのヤード）へ輸送されます。

◼ インド向けリーファーコンテナのLCL便の取り扱いはありません。

出所：輸入商社へのヒアリング（2023年7月）を基にジェトロ作成
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10 配送費用の見積もり取得

日本側の乙仲業者・フォワーダーに対してのエアー便・コンテナ便の見積もりの取得方法

◼ 見積もり取得に必要な項目は以下です。①商品数量 ②商品重量 ③梱包重量 ④M3容積 ⑤輸送温度帯 ⑥支払

いターム（FOB、CIF、CFR） ⑦保険の加入可否

コンテナ便見積もり項目の説明（後述の見積もりサンプルを参照ください）

◼ 1.Ocean Freight（ULTRA FREEZER : －50℃）→海上貨物（ULTRA FREEZER : －50 ℃ ）

◼ 2.Bunker Surcharge*毎月変動 →燃油サーチャージ

◼ 3.JAPAN Terminal Handling Charge →日本側の港での取扱料

◼ 4.Container Seal fee →コンテナの封印料

◼ 5.Documentation fee →書類作成費用

◼ 6.Pre-cooling fee →予冷料金

◼ 7.BL Amendment Fee (if applicable) →BL（船荷証券）変更手数料

※水産物・水産加工品の見積もり依頼をする際、コンテナの種類は以下の2種類から選択することを推奨します。
①MAGNUM FREEZER（－35℃帯） ②ULTRA FREEZER（－50度帯）
ただし、②ULTRA FREEZER（－50度帯）は価格が高額になる為、マグロの大量輸送以外は①MAGNUM FREEZER
（－35℃帯） を推奨します。

出所：輸入商社へのヒアリング（2024年2月）をもとにジェトロ作成
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エアー便見積もり項目の説明（次頁の見積もりサンプルを参照ください）

◼ 1.輸出通関料 →日本国内から輸出する際にかかる通関料

◼ 2.ターミナルチャージ →輸出前に商品を保管している際の費用

◼ 3.AWB fee  →航空貨物運送状(Air Way Bill)発行

◼ 4.Security Charge →保安検査にかかる費用。

◼ 5.AMS fee  →税関自動通関システム。

◼ 6.リアイス作業量 →保管中のドライアイス追加等の温度保持にかかる費用

◼ 7.ドライアイス料金（*4kg/CTN投入想定） →冷凍状態維持のためのドライアイスの費用

◼ 8.パレタイズ費用 →商品をパレット上にまとめる際の費用

◼ 9.保冷倉庫使用料金 →商品の冷凍状態保持にかかる費用

◼ 10.爆発物検査料 →爆発物検査に関わる費用

◼ 11.税関検査料<発生の場合> →税関検査が発生した際にかかる検査費用。

◼ 12.税関検査立会料<検査発生の場合> →税関検査が発生した場合にかかる立会い費用。

◼ 【航空運賃、諸チャージ】Air Freight /CARRIER:JL (KEEP FROZEN) →航空輸送費（この場合は冷凍）

◼ 【航空運賃、諸チャージ】Fuel Surcharge <23年12月度料率 ※毎月変動制> →燃油サーチャージ

10 配送費用の見積もり取得
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コンテナ便見積もりサンプル エアー便見積もりサンプル

10 配送費用の見積もり取得
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11 SIP（衛生輸入許可証）申請方法、許可取得

SIP (Sanitary Import Permit、衛生輸入許可証) 申請方法

◼ STEP1：申請URLからログイン・新規登録。

◼ STEP2: ログイン後 APPLYの”FORM-B”を選択する。

◼ STEP3 : 「Product Type」を選択し、申請する該当のカテゴリを選ぶ。

◼ STEP4：該当の「ITCHS CODE(HS-CODE)・SOURCE-ANIMAL」を選択、No. of Package No. of Bags in a 

package ・Totalを記載する。

◼ STEP5 : 荷送人・生産者・その他情報を入力する。

SIP申請 No.1 SIP申請 No.2

https://sip.nic.in/
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SIP申請 No.5

SIP申請 No.4

SIP申請 No.3

SIP申請 No.6

※SIP登録ステップは長い為、ここでは登録ステップの一部をご紹介します。

SIP（衛生輸入許可証）申請方法、許可取得11
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SIP (Sanitary Import Permit、衛生輸入許可証) 支払い方法

◼ STEP 1：「MAKE-PAYMENT」を選択、FORM-Bを選択する。

◼ STEP 2：Application Number「DADF/SIP-APN2023/TM26885」を選択する。

◼ STEP 3：支払い方法を選択する。

◼ STEP 4：支払い完了（SIP申請料金は１アイテム₹300）

SIP支払い No.1 SIP支払い No.2

※SIP支払いステップは長い為、ここでは支払いステップの一部をご紹介します。

SIP（衛生輸入許可証）申請方法、許可取得11
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Sanitary Import Permit 未加工品（カット有）：製造工程、商品説明、分析レポート（例） No.1

SIP（衛生輸入許可証）申請方法、許可取得11

写真：製造業者撮影
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Sanitary Import Permit：加工品：製造工程、商品説明、分析レポート（例） No.2

SIP（衛生輸入許可証）申請方法、許可取得11

写真：製造業者撮影
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Sanitary Import Permit 許可書（例） No.1

SIP（衛生輸入許可証）申請方法、許可取得11
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Sanitary Import Permit 許可日・許可番号（例）Sanitary Import Permit許可書（例） No.2

SIP許可日、許可番号について

• 衛生証明書に記載する出荷商品とSIP許可書の許
可日と許可番号を付け合わせる為に、衛生証明
書内にSIP許可書の許可日と許可番号を記載して
下さい。本レポート「Ⅳ. 発注～輸出準備～輸出
編 3.発注請書取得から積込みまでの確認/実施
事項 ⑤輸入書類の準備、発行 No.15：11. 衛
生証明書」を参照下さい。

SIP（衛生輸入許可証）申請方法、許可取得11



Ⅳ．発注～輸出準備～輸出編

Copyright © 2024 JETRO. All rights reserved. 51

1 発注/発注時の注意事項/受注

発注書の作成

◼ 発注数量の決定

◼ m3、重量の計算（冷凍コンテナのm3制限や重量規制を確認してください。）

◼ コンテナの場合、温度帯指定

（食味・見た目の劣化への影響を防ぐ為、一般的に－35℃帯の冷凍コンテナが推奨されています）

発注時の注意事項

◼ 各種条件の確認

◼ 賞味期限、製造日の確認

発注時の条件確認項目について

• 本レポート「Ⅲ. 発注に向けた準備編 11. SIP申請方法、許可取得」を参照下さい。

賞味期限、製造日確認について

• 同一商品で賞味期間、製造日が複数にならないよう、可能な限り製造ロットを統一する。

• 古い製造日の商品を出荷しない。インド通関時に、賞味期限が60%以上残っている必要があります。

• 粗悪品食品防止法に則ってください。
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発注/発注時の注意事項/受注1

エアー便の発注書（例） コンテナ便の発注書（例）
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2 コンテナ便またはエアー便予定の確認/予約

コンテナ便またはエアー便スケジュールの確認

◼ 配送仕向け地別に最適な配送方法やルートを、乙仲業者やフォワーダーに相談し決定する。

◼ コンテナ便の場合、輸送ルートや到着までの日数について確認が必要です。

◼ 配送する水産物・水産加工品にマグロ、血合いの多い品種（ハマチ等）が含まれる場合、選択するコンテナの設定

温度を確認することが推奨されます。または、エアー便を選択することを推奨します。輸入商社へのヒアリングに

よると、超低温冷凍コンテナ（－35℃帯のマグナムコンテナ）の場合は、通常よりおさえるのに時間がかかります。

コンテナ便またはエアー便予約

◼ コンテナ便の場合、フリータイム日数の事前確認が必要です。また、あらかじめ長めのフリータイムを乙仲業者に

要求し、通関がスムーズいくまでは追加費用の支払いをしてでもフリータイムをできる限り長く延長することを推

奨します。インドは輸入通関に通常より時間がかかることが多々あります。

◼ 配送水産品に血合いの多い品種（ハマチ等）が含まれる状況下でコンテナ便を選択する場合には、超低温マグナム

コンテナ（－35℃帯）を選択することを推奨します（マグナムコンテナは予約に時間がかかります）。

◼ 生鮮の水産品は、インドに到着してからの賞味期間が短くなる為また、マグロはメト化（成分変化）防止の為、エ

アー便での配送を選択することを推奨します。

◼ コンテナ便またはエアー便を予約する際は、発注商品の納品スケジュールとよく連携することが重要です。

参考資料：一般社団法人 日本冷蔵倉庫協会「マグロを超低温（－５０℃以下）で保管するのはなぜ？」

出所：輸入商社へのヒアリング（2024年2月）をもとにジェトロ作成

https://www.jarw.or.jp/study/knowledge/1060
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3 発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項

①製造業者または加工業者からの水産物・水産加工品の買い付けまたはアレンジ

◼ １，水揚げ時 ２，原魚搬入 ３，選別・計量 ４，頭・内蔵除去 ５，コンベアー 6，フィレマシン

7，魚体洗浄・殺菌

1,水揚げ時 2,原魚搬入 3,選別・計量 4,頭・内蔵除去

5,コンベアー 6,フィレマシン ７,魚体洗浄・殺菌

写真：製造業者撮影
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3 発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項

①製造業者または加工業者からの水産物・水産加工品の買い付けまたはアレンジ

◼ ８，包装 ９，包装 10，真空包装 11，出荷室 12，金属探知機 13，計量・ラベル貼付

14，梱包出荷

８,包装 ９,包装 10,真空包装

11,出荷室 12,金属探知機 13,計量・ラベル貼付 14,梱包出荷

写真：製造業者撮影
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②ラベルマニュアル（ラベル貼付業者、製造業者に指示、確認する為の手順書）作成

◼ ラベル記載内容の確認

◼ ラベル貼付位置（商品・箱）の確認

ラベルマニュアルの内容について

• ①商品名

• ②商品JANコード

• ③商品に貼付するラベルデザイン

• ④⑤⑥⑦現物商品画像（フロント・
バック・側面）

• ⑧商品ラベルに記載されている原材料
の写真

• ⑨商品ラベルに記載されている栄養成
分の写真

• ⑩ステッカー貼付時の写真

• ⑪ステッカー貼付時の拡大写真

• ⑫⑬ステッカー貼付時の外装写真

• ※スペース必要分のみ使用して下さい。

商品規格書（例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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②ラベル内容確認 No.1

◼ ラベル内容を間違えると輸入通関に大きな支障が生じるため注意が必要です。

◼ FSSAIの目視検査でラベルに問題が発覚した場合、商品検査用の商品をピックアップしてくれません。

◼ ラベルはカラーでの印刷が必要です。

水産物ラベルサンプル 水産加工品ラベルサンプル

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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②ラベル内容確認 No.2：ラベル内容の確認項目

1.RDA（Rcommended Ddietary Allowance）

• 男性/女性/子供/幼児/妊婦等に対する指定原材料、添加物に対
する規定期間での推奨摂取許容量の目安が決められています。
ラベルにはそれぞれの食品に含まれる1食分のRDAを計算し印
字する必要があります。

2.FSSAIライセンス番号/FSSAIマーク

• FSSAIマークはカラーで印刷して下さい。

3.輸出者

• 商品の輸出者情報を印字して下さい。

4.賞味期限

• 製造日に消費期間を足し賞味期限を計算して下さい。

5.製造日

• 製造した日を印字して下さい。

6.保管方法

• 保管温度帯、保管方法を印字して下さい。

参考資料：インド食品安全基準局「FAASAI Advisories / Orders 項No.434」 
参考資料：インド食品安全基準局「RDAに関する通達」
参考資料：インド食品安全基準局「 FAASAI Advisories / Orders 項No.222」
参考資料：インド食品安全基準局「製造日に関する通達」

貼付用ラベル（例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

https://fssai.gov.in/advisories.php
https://fssai.gov.in/upload/advisories/2021/07/60f1798019f94Direction_RDA_16_07_2021.pdf
https://fssai.gov.in/advisories.php
https://fssai.gov.in/upload/advisories/2022/09/6320614d91afaOrder_License_Food_13_09_2022.pdf
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②ラベル内容確認 No.3：ラベル内容の確認項目

7.製造者情報

• 商品の製造者情報を印字して下さい。

8.輸出年月

• 輸出する年度月を印字して下さい。

9.商品名

• ラベルの商品名に他全ての書類の商品名を合わせます。

10.カテゴリー番号

• カテゴリー番号一覧表から該当商品のカテゴリー番号を見つ
けて下さい。

11.原材料

• 使用原材料を全て印字して下さい。

12.添加物

• 使用添加物を全てINSを付けて印字して下さい。

13.MRP（Maximum Retail Price：MRP）

• 製品が梱包された状況で最終消費者に販売される際の最大小
売価格をさします。

参考資料：農林水産省「令和２年度輸出環境整備推進委託事業」
参考資料：インド食品安全基準局「FSSAI Food Safety and Standards (Labelling and Display) Regulations, 2020」
参考資料：インド食品安全基準局「FSSAI Food Safety and Standards (Labelling and Display) Regulations, 2020 項34～35」

貼付用ラベル（例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/shokuhin-kikaku/attach/pdf/asia-155.pdf
https://fssai.gov.in/search.php?cx=009166207481149357514%3Anohrtd59j_a&cof=FORID%3A10&ie=UTF-8&q=Labelling
https://fssai.gov.in/upload/uploadfiles/files/Comp_Labelling.pdf
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②ラベル内容確認 No.4：ラベル内容の確認項目

14.バッチ番号

• バッチ番号が無い場合には、製造日をバッチ番号として使
用して下さい。

15.ネット重量

• 商品のネット重量を記載して下さい。

16.賞味期間

• 賞味期間を印字して下さい。

17.原産国

• 原産国を記載して下さい。必然的に日本になります。

18.カスタマーサポート情報、連絡先

• 商品の輸入者情報を印字して下さい。

19.使用用途（小売り用または、業務用）

• 小売り用または、業務用どちらかを印字して下さい。

20.べジ、ノンべジマーク

べジマーク：

ノンべジマーク（水産物・水産加工品含む）：

貼付用ラベル（例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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③ISO17025認定検査機関における検査の実施 No.1

水産品を原料とした加工食品且つ、該当水産加工品が「規格外商品」に該当する場合には、

ISO17025認定の検査機関において検査の実施が必要となります。

◼ ISO17025検査機関での検査項目はFSSAIガイドラインに従う必要があります。

◼ ISO17025検査レポートを依頼する際、検査項目別にISO17025の認定を受けている必要があります。

一部の項目でISO17025認証を受けているだけでは輸入通関時に問題が発生します。

◼ ISO17025の検査レポートの有効期限は3カ月間です。3ヶ月の計算期間は、検査結果レポートの発行日

から輸出日までです。

◼ 検査商品のバッチ番号と輸入対象商品のバッチ番号は同一である必要があります。

◼ 検査レポートを依頼する際、「不確かさ」のレポートも依頼して下さい。

不確かさについて

• 「不確かさ」とは、測定のばらつきの大きさを定量的に示した数値です。測定の周囲の「不確かさ」を作る
要因を全て足し合わせてバジェットシートを作成し「不確かさ」を求めることができます。

• 全世界で共通化を図る為、「精度・誤差」の用語の代わりに「不確かさ」が採用され使われています。

参考資料：インド食品安全基準局「 ISO17025検査に関しての通達」

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

https://fssai.gov.in/upload/advisories/2019/10/5da06b9c9df31Order_COA_Labs_Import_test_11_10_2019.pdf
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③ISO17025認定検査機関における検査の実施 No.2

ISO17025検査項目について

◼ 基本7項目

①エネルギー ②水分 ③タンパク質 ④脂質 ⑤炭水化物 ⑥灰分 ⑦ナトリウム

◼ 微生物（商品による）

①一般生菌 ②大腸菌 ③サルモネラ菌

◼ 重金属（商品による）

①ヒ素 ②鉛 ③銅

◼ 商品により検査項目が変わるので注意して下さい。また、商品により事前に自主検査を行い検査数値が

FSSAI規定の規定内数値に合致しているか確認が必要な商品もあります。

参考資料：インド食品安全基準局「ISO17025についての通達」通達文書
参考資料：インド食品安全基準局「Microbiological Requirements for Fish and Fishery products 」

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

https://fssai.gov.in/upload/advisories/2019/10/5da06b9c9df31Order_COA_Labs_Import_test_11_10_2019.pdf
https://www.fssai.gov.in/upload/uploadfiles/files/20_%20Appendix%20B.pdf
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③ISO17025認定検査機関における検査の実施No.3

「規格外商品」について

◼ 「規格外商品」とは、食品安全基準規則に基づき標準化されていない食品を指します。これには明確な基

準が示されておらず、輸入通関時のFSSAIのラボ検査で初めて「規格外商品」と分かることもあります。

出所資料：FnBnews.com「規格外商品について」
参考資料：インド食品安全基準局「New Delhi, the 10th October, 2016通達」

規格外商品の確認方法について

• 「規格外商品」に対して、ISO17025検査レポートを提出
することにより輸入が可能となります（検査結果の確認は
別途必要です）。

• カテゴリー番号を2.12.1に、FSSAIにより振り分けられ
た場合「規格外商品」となります。

• 2.12.1以外のカテゴリー番号は「規格内商品」となりま
す。

• カテゴリー番号別に原材料、添加物の確認を行ってくださ
い。原材料、添加物が使用可能であり、使用量が規定内で
あれば「規格内商品」とされ輸入可能です。本レポート
「Ⅲ.発注に向けた準備編 3.商品規格書内容と輸入規制
の確認方法」を参照下さい。

規格外商品に関するニュース

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

https://fssai.gov.in/upload/uploadfiles/files/Gazette_Notification_Proprietary_Foods_19_10_2016.pdf
https://www.fssai.gov.in/upload/media/FSSAI_News_Lab_FNB_04_11_2019.pdf
https://fssai.gov.in/upload/uploadfiles/files/Gazette_Notification_Proprietary_Foods_19_10_2016.pdf
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③ISO17025認定検査機関における検査の実施No.4

• 全ての食品は、食品カテゴリーコードに振り分けられ、カテゴリーコード別に各種規制が決められてい

ます。

参考資料：インド食品安全基準局「食品カテゴリーコード」
※食品カテゴリーコードリストは頁数が多い為一部抜粋し添付します。

カテゴリー番号 No.1 カテゴリー番号 No.3カテゴリー番号 No.2

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

https://fssai.gov.in/cms/Compendium-FSS-FPS-FA.php
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④輸入書類の準備、発行 No.1

◼ 全ての書類の商品名はラベルの商品名と統一して下さい。

◼ 全ての書類のインボイス番号、インボイス日付は統一して下さい。

輸入時の必要書類について

1. BLまたは、AWB

2. インボイス

3. パッキングリスト

4. 原産地証明書

5. 特定原産地証明書（該当商品がある場合）

6. 検疫証明書（該当商品がある場合）

7. パッケージ翻訳

8. 製造日、賞味期限証明

9. ISO17025認定施設での検査レポート（該当商品がある場合）

10.海上保険加入

11.衛生証明書

12.ゼラチン証明書（該当商品がある場合）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.2：1.AWB：Air Way Bill/BL：Bill Of Lading

• 添付する商品明細には、商品情報、配送数量、重量、HSコード、製造日、賞味期限を記載して下さい。

AWB：Air Way Bil（例） BL：Bill Of Lading（例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.3：2.3.インボイス/パッキングリスト

• インボイス、パッキングリスト（セパレート型、一体型どちらでも構いません。）

エアー便：コマーシャルインボイス/パッキングリスト一体型（例）インボイス、パッキン
グリスト必要情報

• インボイス番号/日付

• 支払いターム情報

• 輸出入者情報

• 船社情報

• 行き先情報

• 積み込み情報

• B/L番号

• 商品情報

• 商品積載情報

• カートンマーク情報

• 商品単価

• 取引条件

• 海上輸送費用

• 輸出者サイン、捺印

Commercial Invoice and Paking List

DATE :

Invoice No.:

Sold to:

ASUKU INDIA PVT. LTD.,  Case Mark:N/M

Janta Estate, Near Essar Petrol Pump, Jind Bypass Road,Kaithal,Haryana-136027

Consigned to （Ship to）:

ASUKU INDIA PVT. LTD.,  

Janta Estate, Near Essar Petrol Pump, Jind Bypass Road,Kaithal,Haryana-136027

Mr. Prakul Sharma ( Factory Manager )

TEL:+917428768946

E-MAIL: prakul@asukuindia.com

GST Registration Number: 06AAQCA4525P1Z5

IEC Code: AAQCA4525P

PAN No.: AAQCA4525P

Seller:

ASK Co., Ltd.

2-1-36 Zao Matsugaoka, 

Yamagata City, Yamagata Prefecture

Notify Party

SAME AS CONSIGNEE Shipped by: By SHIP 

Sailing on or around ETD and ETA: 2024MAR26

Port of Loading: TOKYO

Port of Discharge:NHAVA SHEVA, INDIA

Terms / Method of Payment: CIF Nhava Sheva Mumbai, TT  payment Vessel/Voyage No. OOCL ZHOUSHAN V.267S

Purchase Order No. ASUKUSF001

(All Frozen Items)

HSN SIP permission No

SIP

permission

date Production date Expiry date UNIT

Total MC

Box for

wholesale

s quantity

MC

Weight

Per

Box(kg) Q'TY

Unit

Price AMOUNT

1 Frozen Yellowtail filet 03044990 21641/2024/DADF 2024/1/30 2024/03/05 2025/09/02 875 125 10.09    1260.95 kg 2,000 JPY JPY 2,521,900

2 Frozen Yellowtail loin 03044990 21279/2023/DADF 2023/12/18 2024/03/06 2025/09/03 400 30 10.29    308.81 kg 2,836 JPY JPY 875,785

3 Frozen Greater Amberjack filet 03044990 21642/2024/DADF 2024/1/30 2024/03/07 2025/09/04 360 40 9.84      393.75 kg 3,278 JPY JPY 1,290,625

4 Frozen Greater Amberjack loin 03044990 21278/2023/DADF 2023/12/18 2024/03/07 2025/09/04 500 30 10.46    313.83 kg 4,393 JPY JPY 1,378,655

Frozen Yellowtail filet (Inspection sample box) 03044990 21641/2024/DADF 2024/1/30 2024/03/05 2025/09/02 4 1.41 kg 2,000 JPY JPY 2,820

Frozen Yellowtail loin (Inspection sample box) 03044990 21279/2023/DADF 2023/12/18 2024/03/06 2025/09/03 4 1.47 kg 2,836 JPY JPY 4,169

Frozen Greater Amberjack filet (Inspection sample box) 03044990 21642/2024/DADF 2024/1/30 2024/03/07 2025/09/04 4 1.80 kg 3,278 JPY JPY 5,900

Frozen Greater Amberjack loin (Inspection sample box) 03044990 21278/2023/DADF 2023/12/18 2024/03/07 2025/09/04 4 1.37 kg 4,393 JPY JPY 6,018

TOTAL JPY 6,085,873

Ocean freight JPY 493,400

Country of Origin :  Japan total CIF JPY 6,579,273

Freight : Prepaid

Total Net Weight :2,283.39 kg

Remark:

ASK Co., Ltd.

Sachi Tanaka

5

DESCRIPTION

ASO-2024030601

1 6.05      

2024/3/6

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.4：2.3.インボイス/パッキングリスト

• インボイス、パッキングリストセパレート型（セパレート型、一体型どちらでも構いません。）また、
必要情報は同一です。

エアー便：コマーシャルインボイス/パッキングリストセパレート型（例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.5：4.原産地証明書

• 商工会議所発行の原産地証明を取得して下さい。（取得方法詳細は下記URLを参照下さい。）

コンテナ便：原産地証明書
CERTIFICATE OF ORIGIN（例）

エアー便：原産地証明書
CERTIFICATE OF ORIGIN（例）原産地証明書必要情報

• 輸出入者情報

• 配送方法

• オリジナル/コピー

• インボイス情報

• 原産国

• 商品情報

• 商品積載情報

• サイン証明

参照資料：東京商工会議所「原産地証明：申請に必要な書類を揃える」

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

https://www.tokyo-cci.or.jp/shomei/preparation/country_of_origin/document/index.html/
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④輸入書類の準備、発行 No.6：5. 特定原産地証明書

• 日本と経済連携協定を締結している国に産品を輸出した際に、一般税率よりも低い特恵関税（減税・無
税）を適用してもらうための書類です（原産地証明書とは異なります）。

特定原産地証明書（例） No.2特定原産地証明書（例） No.1特定原産地証明
書必要情報

• 輸出入者情報

• 配送情報詳細

• 商品情報

• 商品積載情報

• インボイス情報

• 特恵基準A,B

• カートンマーク
情報

• サイン証明

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.7：5. 特定原産地証明書

• CEPAを申請の際、特定原産地証明書と合わせて輸出者から原料調達また、加工方法等に関する以下の書
類の提出が必要です。

特定原産地証明書付属資料（例）
No.1

特定原産地証明書付属資料 （例）
No.２

特定原産地証明書付属資料 （例）
No.3

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.8：5. 特定原産地証明書

• CEPAを申請の際、特定原産地証明書と合わせて輸出者から原料調達また、加工方法等に関する以下の書
類の提出が必要です。

特定原産地証明書付属資料（例）
No.4

特定原産地証明書付属資料（例）
No.5

特定原産地証明書付属資料（例）
No.6

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.9：6. 検疫証明書

• 原材料が液化、料理、抽出、発酵、焙煎された商品は該当しません。

（例）水産加工品のトッピングに未調理の茶葉を使用した場合等

検疫証明書/PHYTOSANITARY CERTIFICATE（例）検疫証明書必要情報

• 輸出入者情報

• 配送方法

• カートンマーク

• インボイス情報

• 原産国

• 配送方法

• 仕向け地

• 商品情報

• 商品積載情報

• 商品学術名

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.10：7. パッケージ翻訳

• パッケージに日本語が記載されている場合、翻訳を作成して下さい。

• 日本語主体のパッケージの場合、それが理由で「規格外商品」に振り分けられることがあります。

パッケージ翻訳

Declaration letter（例） No.1

パッケージ翻訳

Declaration letter（例） No.3

パッケージ翻訳

Declaration letter （例）No.2

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

写真：製造業者撮影
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④輸入書類の準備、発行 No.11：8. 製造日・賞味期限証明書

• 輸出商品の製造日・賞味期限を製造者が証明する書類です。

製造日・賞味期限証明書（例） No.2製造日・賞味期限証明書（例） No.1
製造日・賞味期限
証明書必要情報

• 製造者レターヘッ
ドで作成

• インボイス情報

• インボイス情報

• JANコード

• 商品情報

• 商品積載情報

• 賞味期限

• 製造日

• 製造者サイン、捺
印

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.12：9. ISO17025検査レポート

• 「規格外商品」に該当する商品を輸入する場合、ISO17025検査レポートの提出が必要です。

ISO17025検査レポート（例） No.1 ISO17025検査レポート（例） No.2ISI17025検査
項目

• 検査項目は、商
品により、また
自主検査の有無
により変わりま
す。

• ①エネルギー
②水分
③タンパク質
④脂質
⑤炭水化物
⑥灰分
⑦ナトリウム

• ①一般生菌
②大腸菌
③サルモネラ菌

• ①飽和脂肪酸
②不飽和脂肪酸

• 不確かさ

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.13：9. ISO17025検査レポート

• 「規格外商品」に該当する商品を輸入する場合、ISO17025検査レポートの提出が必要です。

ISO17025検査レポート
（例） No.3

ISO17025検査レポート
（例） No.4

ISO17025検査レポート
（例） No.5

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.14：10. 海上保険/エアー便貨物保険

• 保険未加入の場合、インド輸入通関で問題が発生する為、保険には加入することが推奨されます。

コンテナ便：海上保険（一部抜粋）エアー便：貨物保険（一部抜粋）海上保険、貨物
保険注意事項

• 取引条件を確認
して下さい。

• FOB：保険無

• CIF：保険有

• CFR：保険無

• 特にCIFとCFR
は注意して下さ
い。

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.15：11. 衛生証明書（エアー便）

• 衛生証明書に関する詳細は、本レポート「Ⅱ. 事前確認編（輸出者側・製造業者側）1.加工または製造
業者は認定された施設であること」を確認して下さい。

水産物・水産加工品：エアー便：衛生証明書/SANITARY CERTIFICATE（一式） （例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.16：11. 衛生証明書（コンテナ便）

• 衛生証明書に関する詳細は、本レポート「Ⅱ. 事前確認編（輸出者側・製造業者側）1.加工または製造
業者は認定された施設であること」を確認して下さい。

水産物・水産加工品：コンテナ便：衛生証明書/SANITARY CERTIFICATE （一式） （例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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④輸入書類の準備、発行 No.17：12. ゼラチン証明書

• 加工食品の原料として広く利用される”ゼラチン”は、日本では牛脂を原料として使われることが多々あ
ります。インドでは、ヒンドゥー教徒が人口に占める割合が大きいことから、牛由来の食品の輸入が禁
止されています。牛脂由来のゼラチンそのものも規制の対象となるため、商品の副原料レベルであって
も、メーカー名義の証明書を求められる可能性があります。

• 魚由来のゼラチンは、衛生証明書の提出で問題ありませんが、鳥由来のゼラチンを使用している場合、
衛生証明書の提出を求めれれることがあるので注意が必要です（調査時点で、日本で肉類の衛生証明書
を発行できる施設は存在しません。）

• 輸入検討商品の原材料（ゼラチン・油脂類）は先に確認することを推奨します。

書類内容の不備（例）について

不備の書類が再提出不可能な書類の場合や、ラベルの内容不備の場合、通関に大きな支障を

もたらします。その結果、シップバック、破棄、罰金等の行政処分が下る可能性があります。

◼ 本来統一していなければならない、それぞれの書類の情報がバラバラだった場合

◼ 商品情報、積載情報が実際情報と違う場合

◼ 紐づけが必要な書類同士や、書類と商品に対して、情報（バッチ番号、インボイス番号、許可番号等）

に統一性が無く、各種証明書同士や、証明書と商品の照合ができない場合

◼ 書類自体が無い場合

◼ 記入項目が漏れている場合

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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⑤商品をバンニング場所へ移動

◼ 商品を梱包しバンニング場所へ輸送して下さい（発泡スチロール等にドライアイスを詰める等）。

◼ 通常商品梱包とは別にFSSAI用に、AQ (動植物検疫部署) 用の検査サンプルBOXを作成する必要がありま

す。

FSSAIによるAQでの商品検査について

• インドでの輸入通関時にFSSAI管理下のラボ（NFLまたはプラ
イベートラボ）で商品の安全性検査が行われます。商品検査
は、検査官の目視検査終了後に、輸入時の商品全て、または
ランダムに開梱してピックアップした商品で検査が行われま
す。それぞれの検査に必要な数量は、250グラムです（ただし、
1パック単位で抜き取り検査用として回収されます）。輸入商
社へのヒアリングによると、水産物・水産加工は高価な商品
が多い為、（250グラム×2）検査用のサンプルが入ったBOX
を準備することが有効です。

商品の配送時期について

• コンテナへの積み込みスケジュールに合わせて商品は配送し
て下さい。バンニング場所の近くに低温倉庫がある場合には、
そこに一時保管し、そこからバンニング場所へ移動させるこ
とも可能です。ただし、低温倉庫の一般的な温度は－18度帯
となっている為、マグロまたは、血合いが多い魚種（ハマチ
等）は、ドライアイスパックした商品を保税地区に送り一時
保管し、再度ドライアイスパックしたうえでバンニング作業
に入ります。

FSSAI、AQ用検査サンプルBOX

写真：日本国内バンニング用倉庫乙仲撮影

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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⑥バンニング

◼ 輸出必要書類の作成/通関書類の作成/貨物検査/輸出許可

◼ 輸出許可取得後に貨物の積込みを行う（商品の積み込みまで温度維持に注意して下さい）

エアー便：貨物準備 コンテナ便：貨物準備、バンニング

写真：日本国内バンニング用倉庫乙仲撮影

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３
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エアー便：輸出許可書（例）

⑦輸出通関：輸出許可書

• 輸出許可取得後にコンテナヤード運送します。

コンテナ便：輸出許可書（例）

発注請書取得から積込みまでの確認/実施事項３

輸出許可書項目

• 荷主名

• 荷受名

• 最終仕向地

• 輸出品目

• 数量

• 価格

• 関税

• 消費税
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1 輸入時に必要な原本書類の郵送

輸入時に必要な原本書類の郵送

◼ コンテナ便とエアー便とで準備する書類は、B/L（船荷証券）AWB（航空貨物運送状）以外は同一です。

◼ 担当官により求められる書類が異なる場合があります。

◼ インドの乙仲またはCHAや輸入者へ郵送し、そこからインド税関へ提出します。書類は紛失すると輸入通関に支障

をきたす為、PDFを先に送付するようにして下さい。郵送後はトラッキング番号を常に確認し、郵送物の状況を常

に確認するようにしてください。

◼ 仮に書類を紛失した場合、同じ書類を再度発行することはできません。発行が一度きりの書類や、再発行には原本

が必要な書類があります。

輸入時に必要な原本書類の種類について

• BL（AWBは必要ありません。）

• インボイス、パッキングリスト（担当官により求められることがあります。）

• 原産地証明書

• 特定原産地証明書（該当商品がある場合）

• 検疫証明書（該当商品がある場合）

• 衛生証明書
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2 貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ

貨物着荷前輸入通関書類の準備確認

◼ 準備書類は本レポートlの「Ⅰ. 基礎予備知識編 7. 輸入通関手続きに必要な書類」を参照してください。

貨物着荷後～輸入通関～貨物の移動の流れ

◼ インドへ貨物が着荷後～販売までの流れ

① 保税地区へ移動

② 輸入貨物の情報確認

③ 輸入申告

④ 日・インドCEPA申告（最終確定前に監査が入ります）

⑤ 商品検査品目の決定

⑥ 納税（関税、SWS、GST）

⑦ 納税後の検査商品ピックアップ

⑧ 商品検査（FSSAI、AQ）

⑨ プロビジョナルNOC (NO Objection Certificate) およびNOCの取得

⑩ 貨物の引き取り

⑪ 貨物の移動

次頁より、これらの手順のうち一部の注意点について解説します。



Ⅴ．輸入準備～輸入通関～販売編

Copyright © 2024 JETRO. All rights reserved. 87

②輸入貨物の情報確認 ：輸入チェックリスト/エントリーシートのチェック

• 輸入者は、税関申告書(BOE, Bill of Entry) の入力内容を輸入チェックリストで確認。

輸入チェックリスト
確認事項

• 輸入者情報

• 原産国情報

• BL番号情報

• 輸入貨物情報

• インボイス情報

• GST情報

• IECコード情報

• ローディング情報

• 輸出者情報

• 商品情報

• 関税率/価格

• SWS率/価格

• GST率/価格

Bill of entry：エントリーシート（例）輸入チェックリスト（例）

貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ２
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関税（BCD）

• HSコード別に関税率が設定されています。

• CIF価格に関税率を掛けた関税の支払います。

SWS（Social Welfare Surcharge）

• インド政府が2018年に導入した新しい税制
で、輸入品に課される関税の一部です。

• 関税（BCD）に10%を掛けたSWSを支払い
ます。

GST（Goods and Service Tax）

• 物品やサービスの種目に応じて5つの税率に
区分されています。（0%, 5%, 12%, 
18%, 28%）

• CIF価格に他税金総額の合計にGST税率を掛
けたGSTを支払います。

⑥納税（関税、SWS、GST）

• 各種税金の確認方法は本レポートの「Ⅲ. 発注に向けた準備編 4. 各商品別HSコードの確認」を参照し
て下さい。支払いはオンラインで行います。各種税金支払い後に商品検査の為の商品をピックアップし
ます。

税金シュミレーション（例）

• 商品（A）＝ FOB価格/520円 CIF価格/554円 関税 (30%)/166円 SWS関税 (関税×10%)/17円
合計/737円 GST税率（12%）88.44円

税金支払いレシート（例）

貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ２
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⑦納税後の検査商品ピックアップ

• 納税後FSSAI検査官による目視確認を行い検査官は検査商品のピックアップを行います。

• FSSAI検査官の目視検査（ラベル等）に不合格の場合、検査用商品のピックアップは行われません。

商品目視検査の様子

写真：インドFSSAI検査サンプルピックアップ（輸入業者撮影）

貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ２



Ⅴ．輸入準備～輸入通関～販売編

Copyright © 2024 JETRO. All rights reserved. 90

⑧商品検査（FSSAI、AQ）

• FSSAI検査官およびAQ検査官によりピックアップされたサンプル商品は、それぞれFSSAIラボ検査場、AQラ
ボ検査場で検査が行われます。検査期間はそれぞれ7日～10日です。以下水産加工品の検査レポートです。

• 右の検査レポートは
NFL（国立食品研究
所）による検査レ
ポートです。

• 検査項目は20項目で、
結果は合格です。

• 同じ商品でも検査機
関やタイミングに
よって、検査項目が
異なります。このこ
とからも検査方法、
項目にルールが無い
と言えます。

※検査機関はランダム
に決定されます。

※検査項目は商品によ
り違います。

水産加工品：インドNFL (National Food Laboratory Ghaziabad) 検査レポート（例）

貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ２
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⑧商品検査（FSSAI、AQ）

• 以下は水産未加工品の検査レポートです。

• こちらのレポートも
NFLによる検査によ
るものです。

• 検査項目は11項目
です。検査結果は合
格です。

• 同じ商品でも検査機
関やタイミングに
よって検査項目が異
なりますい。このこ
とからも検査方法、
項目にルールが無い
ことが言えます。

※検査機関はランダム
に決定されます。

※検査項目は商品によ
り違います

水産未加工品：インドNFL検査レポート（例）

貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ２
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⑧商品検査（FSSAI、AQ）

• 以下も水産未加工品の検査レポートです。

• こちらのレポートは
NFL以外の民間検査
場によるものです。

• 検査項目は59項目で
す。検査結果は合格
です。

• 同じ商品でも検査機
関やタイミングに
よって検査項目が異
なります。このこと
からも検査方法、項
目にルールが無いこ
とが言えます。

※検査機関はランダム
に決定されます。

※検査項目は商品によ
り違います。

水産未加工品：NFL以外の民間検査場検査レポート（例）（一部抜粋）

貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ２
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⑨プロビジョナルNOC (NO Objection Certificate, 非該当証明) およびNOCの取得

• NOCは商品検査後にFSSAIから発行される、商品が規定の仕様に適合していることを示す証明書で、イン
ドで商品を販売するためには必須となります。

• 商品検査後にFSSAIからプロビジョナルNOC（暫定NOC）が発行され次第、自社倉庫への輸送が可能とな
ります。その後、プロビジョナルNOCからNOCに切り替わり次第、販売が可能となります。プロビジョナ
ルNOCおよびNOCの詳細については下記URLから確認ください。

水産物（未加工品/カット有）：NOC（例）

貨物着荷前輸入通関準備/着荷後の流れ２

参考資料：インド食品安全基準局「Food Safety and Standards Authority of India：NOC、Provisional NOC説明」

https://fssai.gov.in/upload/advisories/2018/02/5a93dda744022Direction_Food_Imports_02_09_2016.pdf


Ⅴ．輸入準備～輸入通関～販売編

Copyright © 2024 JETRO. All rights reserved. 94

３ 全体スケジュールシュミレーション

想定される日本からインドへの水産物輸出スケジュール

◼ SIPが取得出来ている商品の場合、所要日数は約一ヶ月ほど短くなります。

全体スケジュールシュミレーション：日本側・インド側
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レポートに関するお問い合わせ先
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農林水産食品部 市場開拓課

日本貿易振興機構（JETRO） 03-3582-5186

〒107-6006

東京都港区赤坂 1-12-32
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